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科学実験英語のシラバス例（1年生） 
週 日
付 

主題 到達目標(技能) 主な活動 評価・提出 

1 4/1
6 

Guidance 科学実験英語の到

達像と、授業の進

め方(課題・提
出・評価)を理解
する。 

コース説明(到達像：数字を正しく言う
→単位を言う→結果を短く言う)／提出
物(WS・Quiz・英作文・発表)／授業内
ルール確認(例：“Write in your own 
words.”)／授業で頻出の“結果文”を
日本語で確認(例：「〜は増えた／減っ
た」) 

 

2 4/2
3 

Self-
introduction 

自己紹介を英語で

行い、授業内の基

本応答に入る。 

自己紹介(ペア→全体)／聞き手の応答を
含めた短いやり取り例：話す “I’m 
in class 1-3. I like science.”／例：聞く 
“I see.” “Me too.” “Why do you 
like it?” 

口頭チェッ

ク(発話量・
正確性) 

3 4/3
0 

Counting 
Numbers Day1 

数を Whole / 
Rational / 
Exponents に分
類し、各カテゴリ

ーの例を挙げられ

る。 

グループ編成／number categories 導
入(whole / rational / exponent)／代表例
の音読例： ①12 ②3.5 ③1/4 ④10³ 
⑤2nd／分類の理由(簡単) ②は「点(.)が
ある」③は「/ がある」④は「右上に小
さい数字がある」 

 

4 5/7 Counting 
Numbers Day2 

数カテゴリーを判

別し、WSの基礎
課題に着手でき

る。 

Quiz①(categories check)／WS：
Activity①(numbers→words)・③(Q作
成準備)／宿題：Activity④・⑤／次
回：Activity②Quiz例 0.125 → 
decimal／1/8 → fraction／10² → 
exponent 

Quiz①／
WS宿題
(Activity
④・⑤) 

5 5/1
4 

Counting 
Numbers Day3 

数の音読と 
listening によ
り、数→語

(number words)
へ変換できる。 

numbers音読(slideshow)／Activity② 
Listening(授業)／number words音読
／綴り暗記(ペア)／答え合わせ／Quiz②
(spelling)／Review課題提示 Listening
例 3.04 → three point zero four／綴り
例 forty / hundred / thousand / point 

Quiz②／
Number 
Lesson 
Review(学
習内容の振

り返り) 
6 5/2

1 
Units of 
Measurement 
Day1 

測定区分と代表単

位を対応づけられ

る。 

Units導入
(time/temperature/distance/weight/are
a/volume/density/energy/power)／単位
の読み(口頭)／ノート回収対応例 time–
s, temperature–℃, distance–m, 
weight–g/kg 

ノート提出

(回収) 

7 5/2
8 

Units of 
Measurement 
Day2 

movement / 
pressure / power 
等を含む単位を読

み、ペア活動で再

生できる。 

追加カテゴリ導入

(movement/pressure/power)／Units 
memorization(pairs)／口頭再生口頭再
生例 pressure→Pa/hPa, power→W 

口頭確認(ペ
ア：暗記再

生) 

8 6/1
1 

Units of 
Measurement 
Day3 

WS Activity①を
完了し、宿題

(Activity③・⑤)
を点検できる。 

Units復習(pairs)／WS：Activity①(写
真→measurement/unit)完了／宿題チェ
ック：Activity③・⑤記入例(体重
計)measurement: weight／unit: kg／
tool: scale 

WS提出
(Activity①
③・⑤) 

9 6/1
8 

Measurement 
Units 
Day4(Q/A) 

測定量を指定して

質問文を作成し、

相互に質問・応答

できる。 

Units復習／質問文確認／WS：
Activity②(質問→相互Q/A) 質問例: 
“What is the unit of temperature?” 
応答例: ”It is degrees Celsius.” 

WS提出
(Activity
②：Q/A記
録) 

1
0 

6/2
5 

Measurement 
Units 

units & numbers 
を words に変換

selected units 読み上げ／WS：
Activity④(units & numbers→words)／

WS提出
(Activity④) 
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Day5(Units & 
numbers → 
words) 

し、正確に書け

る。 
表記ミス整理(複数形など)例 9.0 V → 
nine point zero volts／1013 hPa → 
one thousand thirteen hectopascals 

1
1 

7/9 Measurement 
Units 
Day6(Word 
reading & 
spelling) 

測定語彙・単位語

彙を読み、綴りと

して再生できる。 

Word reading(slideshow)／spelling 
memorization(pairs)／Spelling Quiz③
Quiz例 thermometer / barometer / 
stopwatch / voltage / distance 

Quiz③ 
ノート回収 

1
2 

7/1
6 

Writing UNIT 
& 
MEASUREME
NT(英作文) 

(1) calculated by 
文型で量=式を説
明できる。(2) 
measured to be 
文型で測定対象＋

値＋道具を説明で

きる。 

英作文演習(式→英文)／相互点検(単
位・冠詞・時制)calculated by 例 
“Area is calculated by multiplying 
the length by the width.”measured to 
be 例 “The length of the desk was 
measured to be 50 cm by using a 
ruler.” 

英作文提出

(calculated 
by 2文＋式
／

measured 
to be 2文) 

1
3 

9/4 レポート構成 
Day1(論証) 

論証(主張・根
拠・理由)の枠組
みを説明できる。 

claim–evidence–reasoning を例で確認
／レポート全体(Title〜Conclusion)の見
取り例(CER) Claim:「Aの方が大き
い」／Evidence:「表の数値」／
Reasoning:「なぜその数値が主張を支
えるか」 

 

1
4 

9/1
1 

レポート構成 
Day2(Title / 
Aim / 
Hypothesis) 

Title・Aim・
Hypothesis の役
割をを説明し、例

に当てはめられ

る。 

フォーマット説明／例文読解／記述演

習(Aim・Hypothesis)Aim例 “To 
investigate how X affects Y.”／
Hypothesis例 “We predict that Y 
increases when X increases.” 

 

1
5 

9/1
8 

所属レポ 
Day3(Questionn
aire・データ回
収) 

クラスの運動部の

所属割合につい

て、raw data を
回収できる。 

questionnaire 実施／記録様式の統一
(項目名・表記ルール) 

Title, 
Aim(1文), 
Hypothesis
(1文) 提出 

1
6 

9/2
5 

レポート構成 
Day4(Results / 
Discussion / 
Conclusion) 

Results・
Discussion・
Conclusion の役
割を説明し、例に

当てはめられる。 

Results数値記述／理由接続(because 
等)／AimとConclusion整合Results
例 “Out of 40 students, 26 (65%) 
…”／Conclusion例 “We conclude 
that …” 

 

1
7 

10/
2 

所属レポ 
Day5(Table作
成) 

集計(tally・
percentage)によ
り表を作成でき

る。 

tally→percentage 計算／表の整形(見
出し・合計)／表から読める事実を箇条
書き見出し例 Category / Count / 
Percentage(%) 

Results(1
文), Table 
提出 

1
8 

10/
9 

所属レポ 
Day6( Discussio
n,Conclusion) 

Discussion・
Conclusionまで
整合させられる。 

Discussion→Conclusion／推敲(主語述
語・用語統一)Discussion例 “This 
may be because …” 

Discussion(
1文),  
Conclusion(
1文) 
所属レポ完

成 
1
9 

10/
16 

所属レポ 発表 図表を参照しなが

ら、結果と解釈を

口頭で説明でき

る。 

ペア発表(図表を指す表現、数値の言い
方)表現例 “As shown in Table 1, …” 

発表評価 

2
0 

10/
23 

実験レポ 
Day1(消しゴ
ム：Title / Aim) 

消しゴムの落下点

の散らばりについ

て実験しTitle と 
Aim を書ける。 

実験→測定・記録→Title・Aim作成(変
数の言語化)Aim例 “To measure how 
far the eraser scatters from the 
center.” 

Title/Aim 
提出 

2
1 

10/
30 

実験レポ 
Day2(消しゴ

Materials / 
Methods を再現

条件固定／手順の順序化(1st/2nd…)／
動詞の統一

Methods 
提出 
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ム：Materials / 
Methods) 

可能な手順として

書ける。 
(drop/measure/record/repeat) 

2
2 

11/
6 

実験レポ 
Day3(消しゴ
ム：Table / 
Graph / 
Results) 

Table/Graph を
整形し、数値で

Resultsを書け
る。 

表・ヒストグラム作成(軸・単位)／
Results文(傾向＋代表値)Results例 
“The most frequent range was …” 

Table/Grap
h＋Results 
提出 

2
3 

11/
13 

実験レポ 
Day4(消しゴ
ム：Discussion / 
Conclusion) 

結果→理由を接続

し、Aimと整合
する結論を書け

る。 

Discussion(理由・誤差・制約)→
Conclusion(Aimへ回帰)→推敲(時制・
語彙統一) 

完成稿(実験
レポート) 

2
4 

11/
20 

実験レポ 発表準
備 

図表中心の発表原

稿を整え、口頭で

練習できる。 

口頭練習／質疑練習／改善点の明確化

(数字の言い方、説明順) 
レポート提

出 

2
5 

11/
27 

実験レポ 発表① 口頭発表ができ
る。 

2分以内で発表＋Q&A 発表評価 

2
6 

12/
3 

実験レポ 発表② 口頭発表ができ
る。 

2分以内で発表＋Q&A 発表評価 

2
7 

1/7 物理実験選択(5
題) 

グループ編成→

「振り子, ゴム/ば
ねの伸び, ボール, 
衝突」から実験を

選び、X(操作)・
Y(測定)を決定
し、実験計画を立

てられる。 

5題の概要確認→班で選択→X(操作)・
Y(測定)・単位・回数の下書き(例をその
まま写せる形で提示) 

 

2
8 

1/1
4 

レポート設計

(Title / Aim / 
Hypothesis) 

Title・Aim・
Hypothesis を整
合する形で書け

る。 

テンプレで作成→相互点検(Aim⇄
Hypothesis) 

Title/Aim/
Hypothesis 
提出 

2
9 

1/2
1 

実験計画

(Materials / 
Methods) 

Methods を再現
可能に書ける(条
件固定・回数・

表)。 

手順の順序化(1st/2nd…)／記録表作成
(Trial / X / Y / Unit / Notes) 

Methods 
提出 

3
0 

1/2
8 

Experiment(測
定) 

raw data を取得
し、条件・単位・

回数を揃えて記録

できる。 

測定／写真／外れ値は削除せず Notes 
に理由を書く 

raw data 
提出 

3
1 

2/4 Results 作成 Table/Graph を
作成し、Results 
を数値で書ける。 

表→グラフ(軸ラベル・単位)→Results
文(増減、代表値) 

Table/Grap
h＋Results 
提出 

3
2 

2/1
8 

Discussion / 
Conclusion 

理由・誤差・制約

を述べ、Aimと
整合する結論を書

ける。 

Discussion骨格
(suggest/because/limitation/improve)で
作成→推敲 

Discussion
＋

Conclusion 
提出 

3
3 

2/2
5 

Poster Aim→Methods→
Results→
Conclusion を 1
枚に統合できる。 

見出し固定／図表中心／キャプション

整備 
Poster 提
出 

3
4 

3/4 Presentation 研究を英語で説明

し、質疑に応答で

きる。 

発表＋Q&A 発表評価 
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科学実験英語のシラバス例（2年生） 

週 
日

付 主題 到達目標(技能) 主な活動 評価・提出 

1 4/15 
Guidance（ガイ
ダンス） 

2年生の到達
像（図表→

Results→口頭
説明）と、課

題・提出・評

価の規則を理

解する。 

コース説明（到達像：measure → 
organize → explain）／提出物（WS・
Quiz・英作文・ポスター・発表）／ルール
確認（例：“Write in your own words.”）
／モデル文の意味を明確化（例：“We 
measured the elapsed time for 10 swings 
using a stopwatch.”=「時間」ではなく
「10回の往復に要した経過時間」） 

Guide for introducing myself (自己紹介シ
ートの記入、簡単な自己紹介） 

ふり返り

（短文）：1
文＋理由 1
文 

2 5/13 
Counting 
Numbers Day1 

数を whole / 
rational
（decimal・
fraction）/ 
exponent / 
ordinal に分
類し、根拠を

短い英文で説

明できる。 

分類カード（例：12, 3.5, 1/4, 10³, 2nd）／
根拠を 1文（例：“3.5 is a decimal 
because it includes a decimal point.”／
“1/4 is a fraction because it has a 
slash.”）分数、少数の英語での言い方の復
習、教員が数字を含む任意の英文を言い、

それを聞き取る活動、 
なし（導

入） 

3 5/20 
Counting 
Numbers Day2 

分類を判定

し、数→語

（number 
words）へ変
換して書け

る。 

Quiz①（categories check）／WS：
numbers→words／Q作成準備（数値を含
む質問）／宿題提示（例：125→one 
hundred twenty-five）、5/20整数の復習、
数のプリントを宿題とする。 

Quiz①／
WS宿題 

4 5/27 
Counting 
Numbers Day3 

音読と

Listeningで数
表現を正確に

運用し、頻出

綴りを再生で

きる。 

Listening（例：3.04 → three point zero 
four）／頻出綴り（forty, hundred, 
thousand, point）／Quiz②（spelling）／
自己評価（言える・書ける）、Number 
lesson Review, ノートに振り返りを英文で
書く。①What did you learn ?② How is 
your performance ? 

Quiz②／
Review
（自己評

価） 

5 6/3 

Units of 
Measurement 
Day1 

測定量と単位

を対応づけ、

単位を正しく

読める。 

測定量導入

（time/temperature/distance/weight…）
／対応練習（例：time–s, temperature–°
C, distance–m, weight–g/kg）／読み上げ,   
文化祭で授業なし ノート回収 

6 6/10 

Units of 
Measurement 
Day2 

movement/pre
ssure/power 
等を含む単位

を読み、口頭

で再生でき

る。 

授業開始時にスモールトーク、ペアで１つ

のトピックについて１分間話す。トピック

Unit of measurement 本日終了予定。ワー
クシートではワードサーチを始め、イラス

トをみて既習の単位を用いて表現する英作

文や、イラストを見てそれに用いられる単

位を書く学習を行った。ペア活動とし、活

発な発話を促しながら進めた。ノートチェ

ック、回収 口頭確認 
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7 6/17 

Units of 
Measurement 
Day3 

写真から 
measurement 
/ unit / tool を
特定し、表形

式で欠損なく

整理できる。 

WS（写真→measurement/unit/tool）例：
（体重計）weight / kg / scale、（温度計）
temperature / °C / thermometer, 前回
Unit of measurement の学習が終わったの
で、復習として What is the unit 
of          ?  → The unit of    is 000 .
の文型を用いて、ペア活動を行った。ワー

クシート２導入。単位の英単語について１

０問書き取りテスト実施。 WS提出 

8 6/24 
Geometric 
Shapes Day1 

平面・立体図

形の名称を英

語で言い分

け、特徴語

（face/edge/ve
rtex 等）を用
いて説明でき

る。    
ミニQuiz
／WS 

9 7/1 
Geometric 
Shapes Day2–3 

図形語彙を用

いて物体を寸

法つきで記述

できる。 

形＋寸法で記述（例：“The container is a 
cylinder. Its diameter is 6 cm and its 
height is 10 cm.”）／相互添削（単位・冠
詞）、ワークシート３ geometric shape 導
入、対象を定義するときに形容詞＋名詞の

語順を意識させる。blue rectangle など。
また circular - circle, rectangler - 
rectangle などの語について、品詞の違い
を意識して用いるよう指導。 

短文提出

（2文） 

1
0 9/2 

Sentences（テ
ンプレ練習） 

文型テンプレ

に沿って、出

来事・手順を

1〜2文で明確
に述べられ

る。 

テンプレ穴埋め→相互チェック（例：“I 
measured … using … .”／“We 
repeated the trial … times.”）／夏休みト
ピックで練習 , 夏休みの過ごし方につい
てペアで１分間スピーチ。よいものは全体

でシェア。 短文提出 

1
1 9/9 

Introduction to 
Experiments 
Day1 

実験の基本

（X=操作変
数、Y=測定変
数、条件統

一、反復）を

説明し、例に

適用できる。 

例題でX/Y決定→条件の固定→回数決定
（例：X=drop height, Y=bounce height, 
repeat 10 times, same ball/surface） 一

学期の復習小テスト measurement , 
shapes  

WS（X/Y/
条件） 

1
2 9/30 

Research 
Report Format 
Day1（統計レポ
導入） 

レポート 6要
素とCER（主
張・根拠・理

由）を説明で

きる。 

サンプル読解→CER抽出／データ型
（count, percentage）確認（例：
Count=26, Percentage=65%） Pitia was 
absent 急遽読解問題に取り組む。ビタミ
ンCが壊血病を防ぐ事例について。フォー
マットライティング導入。result, 
discussion, conclusion のテンプレを導
入。次回までに各自１文暗記して結論部分

のみの簡単な発表を次回行う。 
ミニCER
シート 

1
3 10/7 

Research 
Report Format 
Day2 

Aimと
Hypothesisを
整合させて 1
文ずつ書け

る。 

型提示→記述演習→相互点検（例：Aim 
“To investigate how X affects Y.”／
Hypothesis “We predict that Y increases 
when X increases.”） 

Aim＋
Hypothesis
提出 
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1
4 

10/1
4 

Research 
Report Format 
Day3 

表

（tally/percen
tage）を作成
し、Results文
を数値で書け

る。 

見出し統一

（Category/Count/Percentage）／Results
文型（例：“Out of 40 students, 26 (65%) 
…”）リサーチレポートの全体を導入、各

自ノートをとりながら、title から始まり
conclusion で終わる科学レポートの形式を
理解する、頻出語句や言い回しなどは配布

資料を見ながら合わせてノートテイク、例

題２「クラスメートの通学方法について」 

Table＋
Results提
出 

1
5 

10/2
1 

Statistical 
Report
（Sample演
習） 

Discussion→
Conclusion を 
Aim と整合さ
せて書ける。 

because / may be because の接続／推敲
（主語述語・用語統一）／Conclusionを
Aimへ回帰 例題２についてペアワーク、

前回まででリサーチ、結果をまとめて表に

するところまで全ペア完成している。その

続きで aim , hypothesis ～conclusion ま
で英文で科学レポートをまとめる。 Draft v1 

1
6 

10/2
8 

Statistical 
Report（清書） 

レポート全体

を規定フォー

マットで整

え、口頭説明

の準備ができ

る。 

清書／図表参照表現（例：“As shown in 
Table 1, …”）／1分説明の骨格作り、例
題２作業つづき、result の英文、表、グラ
フまで。例題２について各ペア発表、それ

ぞれの表やグラフなどを提示して、指示棒

を用いて数値を際立たせるなどの教員から

のアドバイスも生かしながら発表。 完成稿提出 

1
7 11/4 

Presentation 
Practice 

図表を指しな

がら、Results
→Conclusion 
を 1分で説明
できる。 

前回発表が終わっていないペア、発表。ノ

ートにリフレクションを各自記入。ノート

回収。 口頭評価 

1
8 

11/1
1 

Statistical 
Report 
Presentation 

図表を根拠と

して主張を述

べ、質疑に応

答できる。 発表＋質疑 発表評価 

1
9 

11/1
8 

Ways for 
Showing 
Results Day1
（表・円グラ

フ） 

表・円グラフ

の構成要素を

説明し、読み

取りができ

る。 

表（合計・単位・割合）／円グラフ語彙

（percentage, segment）／読み取り
（largest/smallest） WS 

2
0 

11/2
5 

Ways for 
Showing 
Results Day1
（表↔円グラ

フ：復習） 

同一データを

表・円グラフ

で表し分ける

意義を説明で

きる。 
変換（表→円／円→表）／違いの比較（割

合の見え方・順位） 
WS（追
記） 

2
1 12/2 

Ways for 
Showing 
Results Day2
（短文記述） 

表・円グラフ

を短い英文で

説明できる。 

テンプレ（例：“The largest group was … 
(…%).”）／順位＋割合の記述 How to 
explain experimental results in tables. 表
の書き方を学ぶ。行、列、タイトルをつけ

ること。ワークシートを用いて学習 短文提出 

2
2 

12/1
6 

Ways for 
Showing 
Results Day3
（棒グラフ）＋

冬休み課題 

棒グラフを作

成し、比較を

英文で述べら

れる。 

棒グラフ作成→比較文（例：“A was 
higher than B by ….”）／冬休み課題（14
日分のデータ取得→折れ線化：例「睡眠時

間(h)」「気温(°C)」「学習時間(min)」のい
ずれか） 

棒グラフ＋

説明文 
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2
3 1/13 

B日課／Ways 
Day4（円グラフ
口頭） 

円グラフを根

拠に口頭で説

明できる。 

30秒スピーチ×2回（導入→最大群→割合
→解釈）／相互フィードバック Bear 
sighting across Japan 2０２１－２０２２ 

クマの目撃件数を題材に実際のデータを表

で確認し、英語で説明する 、pie chart  
円グラフ導入、例題について円グラフと英

文で次回までに説明できるようにしておく 口頭評価 

2
4 1/20 

Ways Day5（表
の説明） 

表を根拠に、

要点を順序立

てて説明でき

る。 
要点 3点抽出→口頭説明（例：largest / 
second / difference） line chart 導入 

表説明（短

文） 

2
5 1/27 

Ways Day6（円
グラフ発表）＋

折れ線導入 

円グラフ発表

ができ、折れ

線説明の手順

（6ステッ
プ）を理解す

る。 

円グラフ発表／折れ線の説明手順

（start/end, peak, trend words）、各自冬
季課題で集めたデータについて線グラフを

かく、傾向の表し方についてワークシート

に取り組む 発表評価 

2
6 2/10 

Ways Day7（折
れ線：傾向表

現） 

折れ線グラフ

の増減・ピー

クを動詞＋副

詞で説明でき

る。 

語彙

（increase/decrease/peak/steadily/sharply
）／14日データで個人ポスター下書き、 

ポスター下

書き 

2
7 2/17 

Ways Day8（折
れ線発表）＋散

布図導入 

折れ線ポスタ

ーを発表し、

散布図の目的

（相関）を説

明できる。 
ポスター発表／散布図導入

（positive/negative/no correlation） 発表評価 

2
8 2/24 

Ways Day9（散
布図：測定） 

ペアデータを

取得し、散布

図を作成して

相関を 1文で
述べられる。 

測定→プロット→記述（例：“There is a 
positive correlation between X and Y.”）
※例題：X=hand span(cm), Y=height(cm) 
等  各自 body partsについて測定を行
い、データを収集する、ワークシートに今

回のデータをまとめて翌日提出。 散布図WS 

2
9 3/4 

Ways Day10
（散布図発表） 

散布図ポスタ

ーで結果と解

釈を簡潔に発

表できる。 
ポスター発表＋質疑（相関の強さ／外れ値

／原因の仮説） 
ポスター＋

発表評価 

3
0 3/11 

Presentation
（総合発表） 

図表を用い

て、研究（ま

たは分析）を

英語で説明

し、質疑に応

答できる。 

発表＋Q&A（導入→Aim→Methods→
Results→Conclusion の順で説明）／ふり
返り 発表評価 
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